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＜連絡事項＞

· 通所・外来のカルテを各自確認する事。確認チェック表を通所のフォルダ内に作成した為、チェック終了した分は色を変えておくこと。
通所分⇒黄色塗りつぶし、外来分⇒利用者様名を青字

· 通所カルテに挟む分は、20年4月分からとする。

＜外来患者様情報＞

· 平　康子　　様～特に変わりないとの事。足が痛いため、エアロビは実施していないと話される。

· 富田　紀子　様～脇腹は良くなったとの事。年末の都合があり、内服4週間分とナパゲルン軟膏

2本処方。

· 鈴木　恵美子様～ビールを沢山もらったと報告あり。昨日ケーキ屋の前で滑って転倒したと報告

され、ナパゲルン軟膏処方となっている。

· 中居　松男　様～23日に青明舎の餅つきに参加するとの事。

· 長瀬　紘一郎様～正月は外泊予定としていたが、お母様より外泊せずに遊ぶよう言われ、外泊しな

いとの事。

· 山田　健次　様～調子は良いとの事。頭髪が伸びている事を指摘されると、頭を触りながら笑っている。

· 船場　幸子　様～日中に眠気があると話されるが、夜間の睡眠は取れているとの事。

· 奥山　以依子様～20日の青山荘の忘年会に参加予定としている為、食事当番を代わってもらわ

なくてはいけないと話される。

· 大久保　康弘様～体重増加してきたと報告しており、1月に採血実施予定としている。

· 上久保　善郎様～外泊し、ごぼう掘りを手伝っていると報告している。

· 鹿原　博夫　様～うみねこ幸房は順調に進んでおり、疲労感は無いとの事。

· 前野　義勝　様～肋間神経痛がまだあると話されており、カロナール処方となっている。

· 中居　美津子様～セルリアンの人員不足などの不満を話される。正月の過ごし方については、これ

からお姉様へ確認をとる予定との事。

＜通所利用者様情報＞ 
· 古賀　舞　　様～昨日デイケア見学の為来所されている。帰宅時に疲労感の訴えあり、連日の見学

は難しいと話される。次回12/24来所予定。

· 種市　久子　様～本日外来受診後に来所。訪問看護への不満を話されており、15日の訪問看護

利用日には自宅玄関に体調不良の旨の張り紙をしておいたと報告される。又、12/29～1/3まで、息子様が自宅へ戻って来る予定との事。自傷行為の後を確認するが、新しいものは見られない。「訪問看護が来るとイライラして、自分を傷つける」との事。本日14：00～今後の訪問看護利用について話合い予定となっており、次回12/22・24デイケア来所予定と話される為、話し合いの結果について来所持に教えていただきたい事を伝えている。

· 荒木地　和弥様～頭痛の為欠席すると、お母様より連絡あり。精神的なものから来る頭痛との事で、

デイケア来所が本人にとってストレスとなっている可能性が考えられるかを、

お母様へ確認。デイケア来所に関しては、本人は苦痛には感じていないとの事。

⇒ご家族からの欠席連絡である事が多い為、本人から連絡を頂けるように説明

していく。

· 長瀬　紘一郎様～土・日曜日は青山荘で食事を摂取しているが、青山荘の入居者と食事摂取の時間

がずれている事で、入居者から不満を言われる為、青山荘に行きたくないと話している事あり。青山荘スタッフ及び、青明舎スタッフへは食事摂取の時間や、

青山荘に行く事について相談したが、自分の質問に対して逆に質問をされた為、返答を得られなかったと話される。

⇒同様の訴えについては、土日に青山荘を利用しているメンバーからも聞かれている為、訴えの内容を確認した際には、青明舎スタッフへ報告。改めて、本人へも青明舎スタッフへ相談するよう説明する。

· 田中　一　　様～飲酒欲求が強いとの事で、プログラム中に「日本酒が飲みたい」と話される事

あり。内服薬との関係については自分で理解している様子で、「薬も飲んでいるからお酒は飲めないですけど」と話されている。

· 高橋　洋子　様～昨日の帰宅時に娘様へ来週から毎日のデイナイトケア利用が可能である事を

説明している。

· 佐藤　朗子　様～2月から仕事の時間が7時間へと変更予定との事で、ナイトケアの利用が困難と

なると相談あり。「木曜日が仕事は休みなので、2月からナイトケアを木曜日

利用に変更したい」と希望聞かれる。翌日仕事による疲労等のため通所困難と

ならないか確認するが、「木曜日に利用してみて様子を見たい」と話される。

⇒利用日の変更は可能である為、担当医へも相談してみるよう説明している。

· 松永　勘五郎様～うみねこ幸房より情報あり。2日前からうみねこ幸房のランチは量が多いとの

理由から、昼食を食べなくなっているとの事。ナイトケアでの食事摂取量も

以前に比べて減少あり。

⇒ナイトケアでの食事摂取状況と、定期的な体重測定を行っていく。

＜新書式検討＞

· 新しく作成した評価シートを通所フォルダ内に入れている為、各自担当利用者分の評価を12月中に実施する事。

· 評価したものは、利用者個人のフォルダ内に保存していく。

＜ナイトケア事例検討＞

関　秀治様（30）統合失調症

検討内容：治療計画の見直し

治療計画

1 悩みを話すことの出来る場所の提供

2 気分転換

①について検討

本人の最近の悩みとして以下3点を挙げている

１）夜間の尿漏れがある

· 本人の行っている対策として、①就床前にトイレに行く、②寝る前に水分を取らない、③夜間尿瓶を利用、等を行なっている。

· 担当医へは、受診時に相談しているが、特に返答は得られていないとの事。

２）対人面の不安

· 対人面で思い通りにならない事があると、疲労感の訴え聞かれていたが、最近は聞かれなくなっている。

· ナイトケア利用がストレスとなっていると話されていたが、徐々にナイトケアメンバーと交流を持つことが出来るようになり、ストレスなどの訴えは聞かれない。

· 自分の都合が悪いと断ることが出来るようになっている。

３）就労について

· 仕事先の変更はなく、仕事の内容としても変わりないとの事。

今後の対策

１）⇒担当医へと内服との関係について等相談し、必要に応じて泌尿器科への受診を勧める。

２）⇒徐々に周囲との交流を持つことが出来るようになっている為、定期的に振り返りを行ないながら、様子観察としていく。

３）⇒今後の就労について青明舎と連絡を取りながら進めて行き、仕事の進行状況については本人と話をする機会を設けていく。










